
２４－２ 男女共同参画推進専門委員会議事概要 

 

日 時  平成２４年９月７日（金）１０：４０～１１：４５ 

場 所  総合研究棟Ⅱ 第１会議室 

出席者  朴理事（委員長）、森脇、江成、奥川、冨田、宇野、吉井、小新、 

野々村 各委員 

欠席者  吉本、林、小川、常、内山 各委員 

  陪席者  鈴山学長ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、村井人事課長、井澤人事ﾁｰﾑ副課長、櫻井職員課長、 

小林職員ﾁｰﾑ副課長、諸岡室員、太田室員 

         

○ 検討事項 

 １ 三重大学男女共同参画推進専門委員会の部門（WG）の課題等について 

  （１） 理工系の女性支援・ロールモデル研究部門 

冨田委員から、資料１に基づき国立大学工学部における女性教員の受入に

ついて、秋田大学・東京大学等の学長インセンティブの説明があり、本学に

おいても参考としてほしいとの意見が述べられた。 

次に、資料２・３・４に基づき工学部における女子学生の受入について、

三重大学工学部年度別入学者男女数及び三重大学工学部オープンキャンパス

について説明があった。 

また、女子学生の獲得へ向けて高校での出前授業、志摩市中学生学習会の

紹介があった。 

 

（２） 意識改革・啓発部門  

江成委員から、机上配布されたワーキング実施報告資料により説明があり、

育児休業制度について、啓発パンフレット「ワーク・ライフ・バランスのすす

め」を引き継ぐ取り組みとして、学内ホームページを通じて提示することが望

ましいとの意見が述べられた。その際、様々な例について、Q&A 形式で制度を

利用する教職員、申出を受ける事務担当者にも参考となるものが望ましいとさ

れた。 

 

    （３） 連携部門 

       吉井委員から、教育学部の男女共同参画への取り組み事例について、資料５

に基づき説明があり、三重県知事とのトークセッションが企画されており、専

門委員会では３月に計画されているため、連携調整を行い実施したいとの意見

が述べられた。また、三重県下の異業種会社等の交流により、取組事例を参考

にして問題解決を図っていく方法について、報告があった。 

   なお、今後各部門間で重複事項等が考慮される場合は、部門代表者が連絡調

整することとした。 



 

    ２ その他 

      なし 

     

○ 報告事項 

１ 男女共同参画推進専門委員会の今後の行事予定について 

      朴 委員長から、専門委員会の今後の行事予定について、資料１に基づき説

明があり、三重県知事とのトークセッション等については全学行事として位置

付けたい旨、説明があった。また、第３回以降の専門委員会開催予定について

は、その都度、委員長の判断により開催することとした。 

 

 

２ その他 

  ・ 鈴山学長アドバイザーから、机上配布資料 「男女共同参画推進 基礎編」に

基づき、今年度の男女共同参画についての授業の内容説明及び三重大学での男

女共同参画推進に関する学生アンケートの報告があった。 

・ 朴 委員長から、男女共同参画推進委員会のホームページを整理充実したい 

との意見があり、各委員の協力を要請した。 


